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デファレンシャルギヤボックス
差動歯車式位相調整装置

DFA
■ 特　長
精密な機械要素のタイミングまたは同調を無段階か
つ確実に制御するための動的位相調整装置です。

★無段階調整機能
無段階に位相を調整でき来ます。

★微小調整可能
減速比が大きいウォーム歯車を使用していますので、微
小な調整が可能です。

★運転中の調整可能
停止中はもちろん、運転中にも調整ができます。

★正逆転可能
正転・逆転いずれの方向にも回転が可能です。

★遠隔操作
調整軸にパイロットモータを取り付ければ、遠隔操作が
できます。

★調整軸固定機構付
手動調整の際は、調整軸固定ナットで軸を固定できます。

DFA-P形
（パイロットモータ付）

DFA-H形
（調整ハンドル付）

DFA
シリーズ

G-1



■タイミング調整について ………………………………G-7

■定格伝達能力 ……………………………………………G-8

■外形寸法図 ………………………………………………G-9

■等価慣性モーメント……………………………………G-11

■構造図および市販品リスト……………………………G-12

■パイロットモータ結線図………………………………G-13

■特長 ………………………………………………………G-1

■もくじ ……………………………………………………G-1

■呼び形式 …………………………………………………G-3

■主仕様 ……………………………………………………G-3

■主要部品材料 ……………………………………………G-4

■取扱上のご注意 …………………………………………G-5

■構造と動作要領について ………………………………G-6

■ 用　途
製紙機械・印刷機・刻印ローラ・自動組立機・部品供給機・包装機・調剤機
割出ヘッド・切断機・巻取機・トランスファー装置など、多数の機械動作のタイミングをする理想的な装置です。

位相合せのため調整軸を正転または
逆転させ微調整が可能です。
（連続して調整できます。）

運転中でもパイロットモータで微調整が
できます

速度の違いを検知してパイロットモータで
加減速できます。

センサで位置を検知して刃物の
位相をを制御します。

■切断位置調整■速度調整

■手動調整 ■遠隔操作
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型番 容量（W） 電圧（V） 定格時間 タイプ ギヤヘッド減速比

05

1

2

3

5

7

15

15

25 

40

60

90

200

200

200

200

200

200

30分

30分

30分

30分

30分

30分

レバーシブル

レバーシブル

レバーシブル

レバーシブル

レバーシブル

レバーシブル

25

25

25

25

25

25

№

1

2

3

4

5

6

7

項　　目

型番（サイズ）

速比

調整比

軸形状

調整軸

塗装

軸端キー

仕　　様

05 1 2 3 5 7

1：1

30：1

中実軸

調整ハンドル付

調整ハンドルなし

パイロットモータ付

マンセル4.32PB4.7/7.45近似（ラッカー系）

JIS B1301-1996（平行キー）

▼

機

種
▼

調

整

軸
▼

型

番
▼

軸

配

置

DFA P 05 A
●

呼び形式・主仕様

主仕様

－ － －

●
●

標準品

パイロットモータ仕様（単相）

外形寸法図通り

調整軸が反対

A

B

05 1 2 3 5 7

調整ハンドル付

調整ハンドルなし

パイロットモータ付

H

N

P
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周囲温度
ISO粘度グレード
新日本石油
出光興産

№
1
2
3
4
5

部品名
本体ケース
A軸・B軸
ベベルギヤ
調整軸
ウオーム歯車

材質
ねずみ鋳鉄
機械構造用炭素鋼
機械構造用炭素鋼
機械構造用炭素鋼
球状黒鉛鋳鉄

主要部品材料・潤滑油

推奨潤滑油

●上記以外のメーカー品をご使用の時は、上記ISO粘度グレード番号相当のギヤー油2種をご使用下さい。

●上記以外の周囲温度でご使用の時は、当社にご相談下さい。

注）DFA-P形のウオーム歯車の材質は、アルミニュウム青銅鋳物を採用しています。

潤滑油量表

型　　番 05 1 2 3 5 7
概算油量R 0.5 1.05 1.4 2.4 3.4 4.4

主要部品材料

0～50℃
VG220

ボンノックM220
ダフニースーパーギャオイル220
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運転を始める前に、次の事柄を確認して下さい。

●ならし運転
歯車は、ならし運転を行うことにより、所定の性能を発

揮します。

その為に運転開始に当たって、2～4時間、定格負荷の

1/3～1/2の負荷でなじみ運転を行って下さい。

●温度上昇
オイルバス潤滑方式を採用していますので、回転速度の

増大と共に温度上昇の度合も高くなります。

減速機外壁温度が90℃以下で安定すれば異常ではありま

せん。

90℃を越えて更に温度上昇が続く場合は運転を中止して、

原因を調査の上、対策を講じる必要があります。

当社では、減速機外壁での限界温度上昇を95℃としてお

ります。

保守点検のときは、次の事柄を確認して下さい。

●潤滑油の交換
潤滑油の取替は、運転開始後、100時間位で、最初の取替

を行って下さい。

それ以後は、ご使用状態にもよりますが、約2,500時間後、

または前回の取替時期の1年後のどちらか短い期間に、新

しい潤滑油と交換して下さい。

長時間連続（1日12時間連続）使用の時、及び周囲温度が高

い時、または湿気や活性ガスの有るような環境の時は、

潤滑油交換の時期を短くして下さい。

運転停止直後は潤滑油が高温になっていますので、停止

後1～2時間経過してから交換を行なって下さい。

潤滑油の銘柄は、別表の推奨潤滑油の中から使用して下

さい。

●長期間運転しないとき
3カ月以上運転をしないときは、内部防錆のため1カ月に

一度、5分間程度運転して下さい。

●環境上のご注意
食品機械など、特に油気を嫌う機械装置に製品を使用す

る場合は、万一潤滑油がもれた時の対策として、油受け

などを設けて下さい。

製品や潤滑油を廃棄するときは、一般産業廃棄物として

処理して下さい。

●異常が発生したときは直ちに運転を停止して下さい。

けが、火災、装置の破損の恐れがあります。

●製品の運転中または運転停止後１時間位は素手で触れ

ないで下さい。

製品の温度が高くなっているのでやけどする恐れがあ

ります。

●製品の許容負荷以上での使用をしないで下さい。

けが、火災、装置の破損の恐れがあります。

●製品の許容回転数以上での使用をしないで下さい。

けが、火災、装置の破損の恐れがあります。

注意

取扱い上のご注意

運転について

●おねがい
取扱い要領については、別途取扱説明書を参照してくだ

さい。

保守点検について
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構造と動作要領について

構　　造

動作要領

■A・B軸の回転方向

調整軸を固定させてＡ軸を回転させると、斜線で示す

ベベルギヤはY－Y軸を中心に回転し、B軸が等速逆回転

します。A軸は正逆どちらかの向きにも回転できます。

■調整軸のはたらき

A軸を固定させ、調整軸を30回時計方向に回転させると、

B軸は反時計方向に1回転し、A軸とB軸の位相がずれま

す。調整軸は時計方向・反時計方向どちらの向きにも回

転できます。

但し、Ａ軸とＢ軸がフリーの場合は、調整軸を60回時計

方向に回転させると、Ｂ軸は反時計方向に1回転します。

■A・B軸の位相関係

A・B軸の位相の調整は、装置の運転中、または停止時に

行えます。A・B軸の位相関係は下記に示す式になります。

2×（調整軸の回転角）
A・B軸の位相の変化＝±

ウォーム歯車減速比

1
＝± ×（調整軸の回転角） ……度

30

ここで、ウォーム歯車減速比は［60］、±はB軸の位相の

変化の向きを示します。

■パイロットモータ付の場合

2×（モータの回転数）
A・B軸の位相の変化＝±

60×25

1
＝±　　×（モータの回転数）

750
……回転数

ウォームホイール 

ウォーム軸（調整軸） 

B　軸 

ベベルギヤ 

ベベルギヤブラケット 

ベベルギヤ 
A　軸 

A軸 

Y

Y

X X

ベベルギヤ 

ベベルギヤ ベベルギヤ 

ベベルギヤ 

B軸 軸固定 

Y

Y

X X

※A軸・B軸とも入力軸（または

出力軸）として使用できます。

A軸・B軸の回転方向 調整軸のはたらき
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減速 
（マイナス） 

図2

加速 

図4

出力側 入力側 

減速 

図3

出力側 入力側 

調整ハンドル 

加速 
（プラス） 

図1

タイミング調整について

（A）入出力軸を、タイミングを調整する各々の機械動作に

連結して下さい。

（B）調整軸のロックナットをゆるめ、調整ハンドルを左右

に回して、タイミングを調整して下さい。

（C）調整が完了しましたらロックナットをしめて、調整軸

を固定して下さい。

（D）運転中に何らかの影響で、タイミングがずれた場合に

も運転を中断せずに（B）、（C）の動作をくり返せば、タ

イミングの調整が可能です。

回転方向と調整方向の関係

ロックナット 

調整ハンドル 
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定格伝達能力

型番
入力軸回転速度
（rpm） 1000 750 500 250 100 50

入力容量（k.W）
出力トルク（Nm）

OHL（N）
入力容量（k.W）
出力トルク（Nm）

OHL（N）
入力容量（k.W）
出力トルク（Nm）

OHL（N）
入力容量（k.W）
出力トルク（Nm）

OHL（N）
入力容量（k.W）
出力トルク（Nm）

OHL（N）
入力容量（k.W）
出力トルク（Nm）

OHL（N）

05

1

2

3

5

7

0.04
6.86
2110
0.07
11.7
2640
0.12
21.1
2860
0.41
70.0
2880
0.66
112
3160
0.97
164
3620

0.08
6.57
1560
0.13
11.3
2080
0.24
20.1
2190
0.77
64.7
2060
1.22
103
2190
1.77
150
2370

0.18
5.98
1040
0.32
11.0
1450
0.51
17.6
1580
1.58
53.9
1380
2.45
83.3
1500
3.44
120
1590

0.30
5.19
780
0.49
8.53
1120
0.85
14.6
1270
2.43
41.9
1190
3.66
63.1
1350
5.11
88.2
1610

0.40
4.61
680
0.63
7.35
980
1.07
12.4
1130
2.95
34.3
1030
4.42
51.3
1350
6.07
70.5
1680

0.47
4.12
620
0.75
6.57
920
1.23
10.8
1080
3.30
29.1
1020
4.86
42.8
1350
6.64
58.5
1750

☆この標準仕様以外の特殊仕様もご相談下さい。

調整軸軸端詳細
Ｈ形の調整軸には、手動ハンドルと固定ナットが付いています。

パイロットモータなど、手動ハンドル以外の方法で調整軸を回転させる時は、手動ハンドルと固定ナットを取り外して使用

して下さい。

調整軸の寸法
型番 S L W T K
05 12 12 4 9.5 10
1 15 25 5 12 19.5
2 15 30 5 12 22.5
3 15 30 5 12 22.5
5 20 30 6 16.5 22.0
7 25 40 8 21 31.0

K

L

φ
S
h7

W

T
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外形寸法図デファレンシャル
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※軸端キーは、1997年1月から新JIS（JIS B1301-1996）に変更しました。

70
55

15
2.
5

5 h9

15

φ13 h7
196

77.5

15

12.5
120

65.5 130.5
32.5

φ
60

18
22

18
22

95
165

140
170

4－φ12キリ 
排油栓 

油面計 
A軸 

注油栓 

B軸 

■質量/10kg ■潤滑油量/0.6DFA-H-05

147
246

10
0

165
200

90
22
8

8　h9

440

22

17862
275

162 278

41.5
50 50

41.5 φ
65

4－φ14キリ 

A軸 B軸 

注油栓 

排油栓 
油面計 

33

φ30 h7

■質量/40kg ■潤滑油量/2.5DFA-H-3

125
210

80

130
160

17
7.
56
5

186

6 h9

300
114

17

54
210
126

35
29.5

35
29.5 φ

65

4－φ12キリ 

A軸 B軸 

注油栓 

排油栓 

油面計 

22
.5

φ20 h7

■質量/16kg ■潤滑油量/1.0DFA-H-1

160
274

11
5

190
225

10
0

25
2.
5

45
55

313

10 h9

45
55

490
177

208

27

72
320

φ
80

注油栓 

4－φ14キリ 

排油栓 
油面計 

A軸 B軸 

38

φ35 h7

■質量/53kg ■潤滑油量/3.2DFA-H-5

油面計 

137
228

90

180
150

19
7.
575

230
380

150

41.5

18

142.5

41.5

235
62.5

5050 φ
65

8 h9

注油栓 

A軸 B軸 

排油栓 
4－φ12キリ 

28

φ25 h7

■質量/25kg ■潤滑油量/1.4DFA-H-2

φ
80

172
286

12
5

205
245

11
5

28
2.
5

12 h9

540

30

22684
350

199 341

60
50 50

60

油面計 
排油栓 

4－φ16キリ 

注油栓 

B軸 A軸 

43

φ40 h7

■質量/72kg ■潤滑油量/4.3DFA-H-7

デ
フ
ァ
レ
ン
シ
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ル

ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
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DFA
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潤滑油量の単位：10－3m3（R）

60 70

70

140
170

55
15
2.
515

49

132

5 h9

32.5

196

15

12.5 77.5
120

65.5 130.5

□
7018

22
18
22

86.5
348.5

ギヤヘッド 

4－φ12キリ 
排油栓 

油面計 

A軸 

注油栓 

B軸 3GN25K（1/25） 

スピードコントロールモータ 
レバーシブルモータ（オリエンタル） 
3RK15RGN-C 30分定格 
（15W  単相200V 4P） 
コントロールパックは付属いたしません 

15

φ13 h7

■質量/14kg ■潤滑油量/0.6DFA-P-05

99

18
55

94 89

10
0

165
200

90
22
8

□
90

8 h9

278162
440

22

17862
275

41.5
50

41.5
50

175
457

ギヤヘッド 

4－φ14キリ 
排油栓 

油面計 

注油栓 

A軸 B軸 
5GN25K（1/25） 

スピードコントロールモータ 
レバーシブルモータ（オリエンタル） 
5RK40RGN-C 30分定格 
（40W 単相200V 4P） 
コントロールパックは付属いたしません 

33

φ30 h7

■質量/50kg ■潤滑油量/2.5DFA-P-3

7588.5 85

80

130
160

17
7.
565

6 h9

114
300

186

17

54
210
126

35
29.5

35
29.5

□
70

380.5
132

15
55

ギヤヘッド 

4－φ12キリ 

A軸 B軸 

注油栓 

排油栓 

油面計 
3GN25K（1/25） 

スピードコントロールモータ 
レバーシブルモータ（オリエンタル） 
3RK15RGN-C 30分定格 
（15W 単相200V 4P） 
コントロールパックは付属いたしません 

22
.5

φ20 h7

■質量/20kg ■潤滑油量/1.0DFA-P-1

65

106 100 114

11
5

190
225

10
0

25
2.
5

18

10 h9

490

27

20872
320

177 313

45
55

45
55

185
505

□
90

注油栓 

スピードコントロールモータ 
レバーシブルモータ（オリエンタル） 
5RK60GU-CF 30分定格 
（60W 単相200V 4P） 
コントロールパックは付属いたしません 

ギヤヘッド 

4－φ14キリ 
排油栓 油面計 

A軸 B軸 5GU25ＫＢ（1/25） 

38
φ35 h7

■質量/65kg ■潤滑油量/3.2DFA-P-5

81

55

92 91

90

150
180

75
19
7.
515□
80

8 h9

380

18

142.562.5
235

150 230

41.5
50 50

41.5

137.5
401.5

ギヤヘッド 

4―φ12キリ 

A軸 
B軸 

注油栓 

排油栓 油面計 

4GN25K（1/25） 

スピードコントロールモータ 
レバーシブルモータ（オリエンタル） 
4RK25RGN-C 30分定格 
（25W 単相200V 4P） 
コントロールパックは付属いたしません 

28

φ25 h7

■質量/30kg ■潤滑油量/1.4DFA-P-2

□
90 18

62
.5

111.5 100 114

12
5

205
245

11
5

28
2.
5

341

12 h9

13
0

125
199

540

226

30

84
350

50
60

50
60

200
525.5

注油栓 

スピードコントロールモータ 
レバーシブルモータ（オリエンタル） 
5RK90GU-CF 30分定格 
（90W 単相200V 4P） 
コントロールパックは付属いたしません 

ギヤヘッド 
5GU25ＫＢ（1/25） 

4－φ16キリ 
排油栓 油面計 

A軸 
B軸 

43

φ40 h7

■質量/86kg ■潤滑油量/4.3DFA-P-7
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番号1
6006
6007
6009
6013
6213
6017

数量
2
2
2
2
2
2

番号13
5203
7205
30207
30207
30308
30209

数量
2
4
4
4
4
4

番号22
30203
30204
30204
30204
30205
30206

数量
2
2
2
2
2
2

番号31
7001DB
7002DB
5203
5205
7006DB
5206

数量
2セット
2セット
2
2

2セット
2

型番
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等価慣性モーメント・バックラッシ

等価慣性モーメント

型番 入・出力軸換算 調整軸換算
05
1
2
3
5
7

0.65
2.50
7.75

37.5
55.0

140.0

12.5
35.0
60.0
87.5
23.0
65.0

バックラッシ基準表

型番 ラジアン表示（×103rad） 角度表示（deg）
05
1
2
3
5
7

6.22～14.2
6.80～14.4
6.00～12.7
6.22～11.6
6.48～11.1
6.33～10.7

0.36～0.82
0.39～0.83
0.35～0.73
0.36～0.67
0.38～0.64
0.37～0.62

DFAベアリングリスト

05
1
2
3
5
7

（×10－3kg・m2）

■GD2（kgf・m2）に換算する場合は表値を4倍してください。
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構造図および市販品リスト

１ ２ ３ 

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ 

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ 

３４ ３３ ３２ ３０ ２９ ３１ 

番号 品名 個数
1 ボールベアリング 2
2 本体ケース 1
3 注油栓 1
4 入出力軸B 1
5 ベベルギヤB 2
6 ウォーム歯車 1
7 ベベルセットキー 2
8 入出力軸A 1
9 入出力軸カラー 1
10 軸用C形止め輪 2
11 Oリング 1
12 LSカバー 1
13 テーパーローラベアリング 4
14 ベアリング押え 2
15 オイルシール 2
16 入出力軸キー 2
17 調整軸キー 1
18 調整ハンドル 1
19 回り止め 1
20 オイルシール 1
21 調整軸カバー（T） 1
22 テーパーローラベアリング 2
23 調整軸 1
24 軸受用ナット 1
25 軸受用ワッシャ 1
26 ナットカラー 1
27 ベベルギヤA 2
28 調整軸カバー（M） 1
29 スピンドルカラー 2
30 スピンドル 1
31 複列アンギュラベアリング 2
32 穴用C形止め輪 2
33 排油栓 1
34 油面計 1

市販品リスト

型番 A、B軸オイルシール 数量 調整軸オイルシール 数量 注油栓 数量 排油栓 数量
05
1
2
3
5
7

S  17  30    7 2 S  17  30    7 1 G1/2 1 R3/8 1
S  25  40    8 2 S  20  35    8 1 G1/2 1 R3/8 1
S  35  55  11 2 S  20  35    8 1 G1/2 1 R3/8 1
S  35  55  11 2 S  20  35    8 1 G1/2 1 R3/8 1
S  40  62  12 2 S  25  40    8 1 G1/2 1 R3/8 1
S  45  68  12 2 S  30  50  11 1 G1/2 1 R3/8 1

※上図は、DFA-H-3型を記載しております。
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パイロットモータ結線図

DFA-P-05、1、2、3型配線図
■パイロットモータ 接線図で太線は動力線、細線は信号線を表します。

正逆運転、変速の場合（内蔵速度設定器で変速する場合。）

ジェネレータリード線 

コンデンサ 

運転 
停止 黒 

黄 
白 

青 

青 

SW2

SW3 CW

CCW
Ro Co

Ro Co

単相200V

SW1
ON

ON

10

2

6

8

9

4

3

1

11

パ
イ
ロ
ッ
ト 

  

モ
ー
タ 

スピードコントロールパック

SS22L、SS22M

SS22L-SSSD、SS22M-SSSD

を使用した場合

15W

25W

40W

スイッチの番号 スイッチの接点容量 備考
SW1、SW3 AC250V 5A以上（誘導負荷）
SW2 DC20V 10mA
Ro・Co Ro＝5～200Ω オプション

サージ吸収回路 Co＝0.1～0.2μF 200WV（400WV） EPCR1201-2

●運転/停止
SW2を運転側（開放）にすると、内蔵速度設定器で設定された速度でモータは運転します。停止させるときはSW2を停止

側（短絡）にします。（自然停止）

●回転方向
SW3でモータの回転方向を切り替えます。（モータ軸の回転方向は、軸側より見て時計方向回転をCWとし、反時計方向

回転をCCWとします。）

●スロースタート・スローダウン停止
SW2を運転側にすると、内蔵速度設定器で設定された速度までスロースタートし、停止側にするとスローダウン停止し

ます。スロースタート、スローダウン時間は各々パック上部の時間設定器で設定します。

（SS22L-SSSD及SS22M-SSSDの場合）
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DFA-P-5、7型配線図
■パイロットモータ 接線図で太線は動力線、細線は信号線を表します。

10

2

6

5

8

9

4

3

1

7

パ
イ
ロ
ッ
ト 

  

モ
ー
タ 

単相200V

コンデンサ 

SW1

ON

ON

GND

CW 運転入力 

CCW 運転入力 

制動解除入力 

黒 

黄 

白 

+12～24V

無接点ブレーキ・リバースパック

SBR502を使用した場合

60W

90W

スイッチの番号 スイッチの接点容量
SW1 AC250V 5A以上（誘導負荷）

■信号入力とモータの動作

●CW運転入力
CW運転入力をONにするとモータ軸は時計方向に回転します。

OFFにすると停止します。

●CCW運転入力
CCW運転入力をONにするとモータ軸は反時計方向に回転します。

OFFにすると停止します。

CW運転入力とCCW運転入力が同時に入力された場合は、CWを優先します。

●制動解除入力
制動解除入力をONにすると電子ブレーキは働きません。CW入力、CCW入力をOFFにすると惰性で回転した後停止しま

す。制動解除入力をOFFにすると電子ブレーキが働きます。CW入力、CCW入力をOFFにするとモータは瞬時に停止し

ます。停止後電子ブレーキは自動的に切れます。

ブレーキパック端子番号
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